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ブをつくり，一次指数回帰曲線で近似し，半減期T1／2

を求めた．健常者では，下肺野が上肺野より，T1／2は

小の傾向があった．IIP，　IPFでは，健常者に比べ，　T　1／2

が小であった．サルコイドーシスや放射線肺臓炎や肺炎

では，病状の改善に伴い，T1／2の正常化がみられた．

　われわれは，肺癌治療の経過中に併発した肺臓炎で，

病状の悪化や，胸部写真上，陰影増悪などの所見が現れ

る前に，本法によって異常を感知し，未然に防ぐことが

できないものかと考えている．

16．多核種汎用甲状腺コリメータの臨床試用と基礎的

　　検討
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　日常甲状腺検査にはTc・99m，1－123およびTl－201が

使用されている．甲状腺検査に使用される3核種に対応

する専用コリメータを試作し，その特長に関して検討し

た．

　試作したコリメータはholeが六角形で1，900，視野面

積は15cm×15　cmでhole長は7cm，その5cmが表

面に突出した形状を有している．対象としたコリメータ

はいずれも平行型低エネルギー用高分解能（LEHR），低

エネルギー汎用（LEGP），中エネルギー（ME）で，3核

種に対する空間分解能（FWHM），相対感度に関して検

討した．

　空間分解能はLEHR＞Thyroid＞LEGP＞MEの順で

あった．一方，LEGPの計数率を1とした場合の相対

感度は対象とする核種によって異なるが，LEHRは54－

62％程度，Thyroidは58－60％であった．専用コリメ

ータでは従来の平行コリメータに比較して3cm程度甲

状腺に接近させることができ，この点が分解能の向上に

寄与することが予想された．

17．マルチゲート心プールシンチグラフィデータのスラ

　　ントホールコリメータとパラレルホールコリメータ

　　での比較検肘
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　54症例を対象として心動態シンチグラフィの心電図

同期マルチゲートデータ収集の際にスラントホールコリ

メータ（SH）と平行多孔型高分解能コリメータ（LEHR）

の両者でデータ収集し，その結果を比較検討した．基礎

的検討では，SHは線線源より0～10cmの距離で，

FWHMはLEHRに比べ0．8倍前後であり，相対感度

は1．65倍であった．両者を用いて得られたLVEFの相

関性はr＝・O．90と良好で回帰式Y－0．93X＋7．90が得ら

れた．SHで得られるEFはLEHRに比べやや高値の

傾向であり，これはSHでLVとLAがより明確に分離

されるためであろうと考えられた．壁運動と振幅位相解

析による虚血病変の検出では下壁の異常の検出はSHが

より優れる傾向がみられた．

18．塩化タリウム（201Tl）による骨疾患の検討
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　骨疾患における201T1シンチの有用性と適応について

検討した．対象は，骨疾患55症例で，良性24，悪性31

である．巨細胞腫・動脈瘤性骨嚢腫・histiocytosis　X・

骨肉腫・転移性骨腫瘍でほぼ全例に集積．良性では58％，

悪性では90％に集積がみられた．99mTc－MDPによる

骨シンチとの比較では集積の分布の相違が見られ，201T1

シンチでは主として腫瘍部位へ集積した．また，血管撮

影との比較では血流との相関がみられた．

　201Tlシンチはすべての症例に行うべき有用な検査で

はないが，201T1の集積のみられない場合，悪性腫瘍の

可能性はきわめて低い．骨肉腫・巨細胞腫では全例に集

積がみられ，腫瘍の再発の指標となる可能性がある．動

脈瘤性骨嚢腫・histiocytosis　X・Ewing　sarcomaには症

例が少ないが全例に集積．201T1は腫瘍そのものへの集

積がみられ，病巣の検索の一助となることが示唆された．

適応に関し，さらに詳細な検討を行いたい．

Presented by Medical*Online


	1462



